第３学年　道徳科学習指導案
指導者　○　○　○　○
１　主　題　名　　　かけがえのない生命を守る　　Ｄ－（１９）　生命の尊さ
２　主題設定の理由
　(1) 価値観
社会に目を向けると、生徒が当事者となり得るような生命を脅かす事件が多発している。また、自らの命や他者の命を絶ってしまう事件も多数報道される。こうした現状の中で、誰もが心が不安定になりがちな昨今であるが、生命をかけがえのないものとして尊重する力をもち続けることが何よりも大切であると考える。その力はきっと、自分自身を大切に考えられる力となり、人が互いを大切にし、命をつなぐ力へとつながると考えるからである。特に、中学生という多感な時期にこの心を育むことは重要である。
　(2) 生徒観
　　　生徒は「生命は大切だ」ということを知識として理解している。しかし、どうすることが、かけがえのない生命を大切にすることなのかという考えには至っていない。それは、日常での「死ね」という言葉や、交通ルールの軽視などといった生徒の様子から私が感じていることである。そこで、世界中どこであっても、全ての人の生命の尊さは変らない。そのことへの理解を深め、生命には「共通性」「平等性」があるという視点から、生命を大切にすることができる心を育てたいと考える。
(3) 教材観
　　　生徒に「本物の姿」を提示するために写真を教材とする。投げかける主題が、視覚から、臨場感をもって生徒に伝わる。この「ハゲワシと少女」の写真は非常に衝撃的で、生徒の心に迫ることができる教材である。
３　本時のねらい
　ｏ写真が語る事実から、かけがえのない生命を尊重しようとする心情を育てる。
４　準備・教材
　ｏ教材名「ハゲワシと少女」（出典　とびだそう未来へ　教育出版）
　ｏ教師・・・ワークシート、ホワイトボード、マーカー
５　関　　連
　　道徳　「家族の思いと意思表示カード」（自他の生命の尊重）
６　学習指導過程
	段
	学　習　活　動
	時
	指　導　上　の　留　意　事　項

	階
	
	間
	

	
	１　主題について関心をもつ。
	
	ｏやせ細った少女をハゲワシが獲物として狙　　

	方
向
付
け
	ｏ教科書の写真を見て、その写真が示して
	
	っていることを問答を通して確認する。

	
	いる状況を考える。
	
	


	
	
	
	　補あなたがこの場にいたらどうしますか。

	
	２　今日考えることを確認する。
	
	

	
	かけがえのない命を守ることについて考えよう。

	
	ｏハゲワシが肉食で、全長１メートルほどあ　

	
	
	
	り、羽を広げると３メートル近くになる生　

	
	
	５
	き物であるという情報も知らせる。

	
	３　本教材を読み、話し合う。
	
	ｏ範読し、登場人物や状況を確認する。　　　

	
	あなたが報道カメラマンだったら，真っ先に少女を助けますか，写真を撮りますか。

	
	

	価
	
	
	

	
	ｏどちらの立場かを明確にし、その理由を　　
	
	ｏ個人の考えがまとまったところで４人程度　

	値
	ワークシートに書き、自分の立場をネー　　
	
	のグループ活動で、それぞれの考えについ　

	
	ムプレートで示す。
	
	て対話を促し、ボードへの記入を促す。

	の
	ｏ自分の考えを発表する。　　
	
	ｏ多面的・多角的に思考を促すために、以下　

	
	〈写真を撮る〉
	
	の補助発問や視点を与える。

	追
	・こんな状況を撮影できれば、ピューリ　　　
	
	


	
	ッツァー賞も狙えるだろう。
	
	補写真を撮影している間に少女がハゲワ

	求
	→なぜ、その賞がほしいのか。
	
	シに襲われてもいいのか。

	
	→この写真で賞を取ることはやましい　　　　
	
	


	・
	ことなのか。
	
	補この状況で写真を撮る意味は何か。

	
	・写真を撮ってから、少女を助ければい　　　
	
	


	把
	いのではないか。
	
	補写真を撮影して世界に知らせることで、　

	
	　　　→その間に襲われたら？
	
	より多くの人命を救うことになるので

	握
	→そこまでして写真を撮る理由は？
	
	はないか。

	
	・写真をとってこの悲惨な状況を世界に
	
	

	
	　　　発信しなければならない。それがいず　　　
	
	補ハゲワシに襲われているのが人ではな


	
	れこの状況を改善するのではないか。
	
	い動物だったら、その動物を助けるか。

	
	・この写真を世界に発信することで、こ　　　
	
	

	
	の少女だけでなく他にも飢えで苦しん　　　
	
	


	価
	でいる人々に救援物資が届くかもしれ　　　
	
	補なぜ襲われているのが人だから救いた

	
	ない。
	
	くなるのか。

	値
	・真っ先に追い払ったとしても、この少　　　
	
	


	の
	女達の現実は変わらないのではないか。
	
	補写真を撮ることと、目の前の少女を救うことは、どちらが大切だろうか。

	
	・どちらにせよこの少女の命は長くない　　　
	
	

	追
	のではないか。そうであれば世界に発　　　
	
	ｏ「報道か人命救助か」をめぐって批判があ

	
	信することを優先すべきではないか。
	
	　り、カーターさんがその後、自殺している　

	求
	〈真っ先に少女を助ける〉
	
	ことを伝える。　

	
	　　・少女がかわいそうなので助ける。
	
	ｏカーターさんが死を選んだ理由（死に追い

	・
	　　　→何がかわいそうなのか。
	
	　やられた理由）も考えられるようにする。　

	
	（この写真が世界に衝撃を与えた理由）
	
	　→彼は生半可な気持ちで写真を撮ったの

	把
	・写真を撮っている間に、少女が襲われ
	
	　か。

	
	　てしまったら、後悔が残るかもしれな
	
	→彼の報道カメラマンとしてのポリシーは。

	握
	い。
	
	→この行動は本当に人命救助を疎かにした　　

	
	→誰にどんな後悔が残るのか。
	
	行動と言えるのか。

	
	→少女が襲われるから撮らないのか。
	
	→生命尊重って一体何なのか。

	
	・目の前に命の危険が迫っている少女が　　　
	
	ｏ常に人の命をいかに守るかという視点に立　　　　

	
	いるのに放っておくことはできない。
	
	ち戻りながら話し合いを進めていく。

	
	・目の前で命が残虐な形で消えようとし　　　
	
	　

	
	ていることに抵抗がある。
	
	評立場や状況を変えながら、理由を明確にし

	
	　　　→自分の心のために撮らないのか。
	35
	て考えている。　　（ワークシート、発表）

	
	４　これまでの話し合いを踏まえて今までの
	
	

	
	自分の考えをまとめ、発表する。
	
	

	
	あなたが報道カメラマンだったら、真っ先に少女を助けますか、写真を撮りますか。

	
	

	価
	
	
	

	
	　　・いろいろ考えたけど、自分は目の前で　　　
	
	ｏこれまでの判断を変えても変えなくてもよ　　

	
	消えようとしている命を放っておくこ　　　
	
	いことを伝える。

	値
	とはできないから真っ先に少女を助け　　　
	
	ｏワークシート上段の初めの考え、中段のメ　　

	
	ると思う。
	
	モ欄も見返して、自分の思考の履歴を確認　

	
	　　・少女を助けると思うけど、でも、この　　　
	
	した上で最後の考えを記入するよう促す。

	の
	少女の未来を考えると、自分一人の力　　　
	
	ｏ立場が変わる場合は、黒板のネームプレー　　

	
	ではどうにもできないと思う。
	
	トを裏返して貼り直すよう指示し、その理　

	
	　　・この子を犠牲にしてもいいというわけ　　　
	
	由を全体で共有するようにする。

	自
	ではないが、この現状を世界に伝える　　　
	
	ｏ生徒・教師に関係なくこの問題は難しいと

	
	ことが、この状況を打開することにつ　　　
	
	いうことを伝える。

	
	ながると信じて写真を撮る。
	
	　

	覚
	　　・報道カメラマンとしての信念をもって　　　
	
	

	
	行動しているのだから、この地が大変　　　
	
	

	
	な状況であることを世界に知らせ、支　　　
	
	評自分の考え方の変遷や深まりを客観的に捉

	
	援の輪を広げたい。
	47
	え、伝えている。　（ワークシート、発表）

	まとめ
	５　本時のまとめをする。
	
	ｏ生徒の話し合いを踏まえて、教師自身が感　

	
	　ｏ教師の話を聞く。
	
	銘を受けた点や、疑問点などを伝える。

	
	
	
	ｏ話し合いをしたことを頭の片隅に置いて生　

	
	
	50
	活できるような言葉をかける。　


７　本時の評価
ｏかけがえのない生命を大切にするにはどうしたらよいかを、自分自身と重ね合わせて考え、生命　　を尊重しようという思いを深めている。　　　　　　　　　（話し合い、発表、ワークシート)
８　備　　考
ｏ子ども・大人関係なく、誰しもが判断が難しいようなジレンマ的な内容を中心発問とすることで、自分をさらけ出さなければ議論が成立しない状況をつくることに重きを置いた流れとする。
ｏ少女を助ける行為も写真撮影の行為も、どちらも命を救おうとした行為であることを捉え、どうすることが生命を尊重することになるのか様々な視点から考え、意見を述べ合うことで、生命を尊重しようとする思いを深められるようにする。
９　指導と評価


